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はディクテーションとトランスレーションの課題を課し、ディクテーションは短文 10 問（各文 4
語－9 音節から 17 語－26 音節）、英文から日本文へのトランスレーションは 12 センテンスから成



























行った。テスト問題は A、B のグループに対して、各 20 問題を使用し、2 回のテストを行い、第 1
回目のテストはグループ A、B 同じ条件で、第 2 回はグループ A には対話場面関する説明を日本
文にて付し、グループ B には与えず第 1 回と同じものを繰り返した。第 2 回のテストで、場面情報
を与えたグループ A では第 1 回テストより成績が 34％上昇し、与えなかったグループ B では 14％











TOEIC スコア 505 点～780 点を獲得した調査協力者 26 名を対象に語彙テスト、質問紙調査を行っ
た。その結果を分析し、この中から、英語圏滞在 5 年以上の帰国子女、および、語彙の学習、関心
に対する無回答であった 3 名を除く 18 名を対象とした。テストは TOEFL で公開されている語彙
テストのパート 30 題を使用し、質問紙調査で「語彙学習に力を入れて取り組んだ」と回答した 8
名をグループ 1、「少しは力を入れた」、「あまり力を入れなかった」と回答した 10 名をグループ 2
とした。調査協力者 18 名の TOEIC テストスコアの平均値は 566 点で全体（n＝237）の平均値
386 点を大きく上回っている。






















実験は大学 1 年生、英語中級学習者（英検 2 級以上、あるいは TOEIC 450 点以上と推測される）
30 名を対象にテスト問題は TOEFL 既出の短文 20 題を使用し、実験群 5 名と統制群 25 名に分け、
pre-test と post-test の 2 回のテストを行い分析した（pre-test、post-test は同一問題）。pre-test 後
に実験群には上記（1）～（4）に沿ったメソッド（詳細は省略）で 1 日 30 分、2 週間学習するよう
指示した。結果－pre-test と post-test の差（成績の上昇率）－は TOEFL リスニングの成績換算で
統制群では、460 点レベルから 470 点レベルへと少し上昇した。実験群では 480 点レベルから 520
点（米国の大学への留学が可能）レベルへと大きく上昇した。実験群の、わずか 2 週間、トータル
約 5 時間の学習でのこの成績上昇率は、本研究者の長年の TOEFL 指導の経験から、これを達成す
るには 6 か月以上の TOEFL 講座の受講と自宅学習を必要とする数字である。
3）喜田：2010　「英語リスニング指導法としてディクテーションの有効性に関する一考察」



















喜田（2010）では、大学 1 年生 21 名を対象に 8 名を実験群とし、13 名を統制群として、
TOEFL 既出の short-dialogue 30 題を使用し、pre-test を行った。pre-test の結果は統制群、実験
群ともに TOEFL PBT 換算で 360 点レベルであった。TOEFL PBT では 450 点以上でないと英語
力が測れないとされているので、統制群、実験群ともに TOEFL Listening を受験できるレベルに
ないことがわかる。
pre-test 後、実験群には 2 週間で 1 回につき各 30 分のディクテーション指導を 5 回行った。こ
れと並行してディクテーション用の音声教材を被験者に与え、2 週間後の post-test までに 1 日 30
分のディクテーション学習を 12 回行うよう指示した。
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pre-test から 2 週間後に post-test を行った。テスト結果は、統制群では pre-test と post-test の
結果の差異に関して有意差はみられなかった（T：0.38, P＜0.71）。すなわち、この群では 2 週間で
リスニング力に変化はみられなかった。実験群では TOEFL PBT 換算で 450 点レベル（TOEFL 
Listening を受験できるレベル）に上昇し、2 つのテスト結果に有意差が見られた（T：2.47, P＜
0.044）。すなわち、実験群では 2 週間の学習における、リスニング能力の伸び率に被験者間での差
異が見られたものの、TOEFL Listening のスコア向上に効果があることが示された。これにより、
































M. Rost（Rost：2002）によれば、listening とは一般的には以下の 4 つの異なった定義が考えられ
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Ⅳ．語法・ライティング研究
1）喜田：1998-2　「類義語　SEEMAPPEARLOOKSOUNDについて」
喜田（1998-1）では、JACET-SIG 語法研究会で「類義語　SEEM APPEAR LOOK SOUND に
ついて、それぞれ、どの語が「どのような統語上の特徴があるのか」によって分類し、その用法、
及び意味上の差異を検証した。この成果から、喜田（1998-2）では、先行研究であるオースティン
（1964）の SEEM, APPEAR, LOOK の統語上の差異による分類を検証し、取り扱われていなかっ
た SOUND を加えて検証した。
オースティンでは可能な統語上の構造は 7 分類であり、APPEAR は 7 分類のうちすべての構文
が可能であり、SEEM は 6 つの構文、LOOK は 4 つの構文が可能であるとしている。喜田（1998-2）
では、辞書、文法書などの一般文献から統語上の可能性があると思われる構文を中心に「The 
Oxford English Dictionary, Second Edition on Compact Disk」を使用してその Text 検索から
「SEEM, APPEAR, LOOK, SOUND（原形、現在形、過去形、過去分詞形）」の使用されている例
を調査し、11 の構文に分類した。OED で確認されたものは SEEM が 10 構文可能（OED で、確認
されなかった残りの 1 構文も可能性が高かった（インフォーマント調査による）、APPEAR が 10
構文（残りの 2 構文のうち 1 構文は可能性が高い）、LOOK が 5 構文、SOUND が 4 構文であった。
この群の動詞に共通する中心的な概念は「～のようだ」であり、いずれも話者の事物に対する意
見、または他人の意見に対する論評を述べるような場合に使用される。意味上、また統語上でも





観光系学生に ESP（English for Specific Purposes）として観光に関する英語を指導するときに、















①  TRAVEL は“移動”という行為にその焦点が当てられていて、このグループの各語は
TRAVEL の意味の一部、またはすべてを含んでいることによりグループ化できる。
②  TOUR は移動の目的“結果”にその焦点が当てられている。
③  TRIP は「旅行」の意味で使用されるときは、TRAVEL の意味の一部を構成し、行って又、‘同
じところに帰って来る’ことにその焦点が当てられている。
④  SIGHTSEEING は狭い範囲、特に旅行目的地内の見所を見学するための移動と考えられる。
⑤  TRAVEL と TOUR は名詞形、自動詞、他動詞、行為者のすべてを一つの形で意味すること
が出来る。
⑥  TRIP と SIGHTSEEING は TRAVEL や TOUR の補助的な語であり、その用法、意味ともに
TRAVEL や TOUR と比較して大きく制限されている。
⑦ その他として、JOURNEY という語があるが、この語の意味は、‘1 日’という意味から 1 日
で移動できる距離を意味し、中世において、通常一日で 20 マイル移動（特に軍が）できたこ
とによる。


















なことは何も勘案されず、word by word の訳であるため、語数は少なくなっていて（モデル
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文＝57 語、テスト群の平均 27.7 語）が、正確な意味が伝えられていない。適正な語数を使用
して意味の通る英文にする必要がある。










モデル文：～ the earlier in one’s life starting to learn a foreign language, the more 
advantageous it can be～
回答例：～It seems advantageous to learn foreign languages in early age～













ことを目的に JACET SIG 語法研究会に参加して始めた。筆者が参加して以降に業績として出版さ
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の分散分析ではその有意差が見られなかった。しかし、過去 3 年間の英語資格試験の受験回数
の間には有意差が見られ、特に、受験回数 4 回以上のグループは他のグループと比較して、学




















2 ．Harari, Yuval Noah（2011）. Sapiens a brief history of humankind. London, Vintage Books（pp.122-123）
　Let us try to translate the most famous line of the American claration of Independence into biological terms: 
We hold these truths to be self-evident, that all men are created equal that they are endowed by their Creator 
with certain unalienable rights, that among these are life, liberty, and the pursuit of happiness. … So ‘life, 
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